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娘の出産を契機とした母娘関係の変化
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【問題と目的】
母娘関係は生涯発達とともに向上することや、結婚や出
産を経て母娘関係が向上すること、また孫との関わりが祖
母の心理的健康に貢献することなどは研究されている。し
かし、娘の出産により出現した大きな影響要因であるはず
の「娘の子」が、それまでの母娘関係にどのように影響す
るのかという研究はなされていない。本研究においては、
娘の出産を経て変化する母娘関係を理解することを目的と
した。
【方法】
対象者：実母が健在で、自らも子を持つ女性8名（平均年
齢、32．4歳）。
インタビュー：2006年9月から10月に反構造化面接をお
こなった。
分析：修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（木
下、1996）。
【結果と考察】
出産前の母娘関係は、4グループに分けられた。《高一良好
関係茅は、過去の母親関係が良好で、ネガティブな出来事
や葛藤もない。そして出産を機に、母娘関係へのポジティ
ブな変化を経験する。それは母親同士になって「深まる理
解」であったり、電話や会う機会の増加といった「コンタ
クトの増加」である。母親からの子育てサポートの受容態
度は『受容』で、母親からの子育てサポートになんら制限
を設けない。≪良好関係≫は、過去の母娘関係が比較的ポジ
ティブであるが、高一良好群ほどには母娘関係が一貫して
いない。出産を機にポジティブな変化と多少のネガティブ
な変化を経験する。子育てサポートの受容態度は『選択的
出産美代子（MiyokoIwao）　指導：根ケ山　光一
受容』であり、母親からのサポートを選択した上で受容す
る。≪葛藤関係≫は、過去に虐待などではないが比較的長い
ネガティブな母娘関係を経験している。出産を機にポジテ
ィブ・ネガティブの多様な母娘関係の変化を経験する。子
育てサポートの受容態度は『受容』、『選択的受容』、『限定
的受容』のいずれの態度をも取りうる。《高一葛藤関係〉は、
過去に虐待や育児放棄などを経験しており、その影響が色
濃く母娘関係に影響している。この群は出産を機にネガテ
ィブな変化を経験する。子育てを通して自分の「辛い子ど
も時代」を思い出すなどである。子育てサポートへの受容
態度は『限定的受容』であり、狭い一定の範囲以外は受容
しない。
子を持った娘が子育てに対して母親からの過剰な口出しを
受けたり、辛い子供時代が再現されたりすると、その先に
あるものが母親への《拒否≫である。この段階に進むと、
娘は母親からのサポートの全てを拒否する。『受容』から《拒
否≫へと進むパターンは無く、『選択的受容』と『限定的受
容』からは、《拒否≫には進む可能性がある。
【総合考察】
本研究により、母娘関係は出産を経て上昇するばかりの
単純なものではなく、それまでの母娘関係に様々な変化が
影響し、娘の母親への受容態度に関わっていることがわか
った。出産後の母と娘の人間関係はこのサポートの受容の
あり方に大きく影響を受けている。
本研究において、葛藤群だけがどの受容態度にも進みうる
複雑さを示したことは興味深い。データに密着して得られ
たこれらの結果が、長寿化によって伸長した母娘関係のよ
り良い継続の一助となることが期待される。
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